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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第７期

第２四半期連結
累計期間

第８期
第２四半期連結
累計期間

第７期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

営業収益（千円） 19,961,43624,285,08242,161,353

経常利益（千円） 381,230 559,783 662,750

四半期（当期）純利益（千円） 154,223 341,535 173,716

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
34,278 121,111△14,624

純資産額（千円） 6,877,1576,855,8746,828,004

総資産額（千円） 27,186,90532,595,82632,196,825

１株当たり四半期（当期）純利益（円） 11.87 26.29 13.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 25.0 20.7 20.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
766,977 466,8171,496,681

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,250,007△597,386△1,855,100

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△244,957 242,720 570,937

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
1,643,4722,696,1282,583,977

　

回次
第７期

第２四半期連結
会計期間

第８期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純利益（円） 7.52 16.75

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、新株予約権等潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

３．営業収益には消費税等は含んでおりません。 
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

  当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要を背景に概ね緩やかな回復基調で

推移したものの、慢性的な円高や中国経済・欧州経済の減速等が国内景気の減速懸念材料となり、依然として先

行き不透明な状況が持続いたしました。

　このような状況のもと、ロジネットジャパングループは新たに飲料水の製造販売業に参入するなど、事業の多角

化を推し進め、将来に繋げる経営基盤の拡充を行なうと共に、「スリム＆ストロング＆スピード」のスローガン

のもと、組織のスリム化や人員の適正配置、徹底した内製化による外部経費の圧縮などにより、収支の改善を図っ

てまいりました。

営業収益につきましては、貨物自動車運送部門や鉄道利用運送部門が堅調に推移したこと、前年第４四半期に㈱

青山本店をグループ化したことにより、前年同期比43億２千３百万円増（+21.7%）の242億８千５百万円となり

ました。　

利益面につきましては、原油価格の上昇による燃料費や航送料の負担増等があったものの、上記の増収の効果に

より営業利益は前年同期比２千７百万円増（+6.6％）の４億４千５百万円となりました。また、車両売却益等の

計上があったことから、経常利益は前年同期比１億７千８百万円増（+46.8％）の５億５千９百万円となりまし

た。

　これらに札幌通運㈱における旧本社ビルの売却に伴う固定資産売却益８億１千７百万円、札幌通運㈱倉庫支店

大曲営業所における減損損失３億６千７百万円を含む減損損失４億１百万円等の計上を加えた結果、四半期純利

益につきましては、前年同期比１億８千７百万円増(+121.5%)の３億４千１百万円となりました。　

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

札幌通運グループ

　当社グループを構成する札幌通運グループでは、主に区域輸送の伸びにけん引されて貨物自動車運送部門の取

扱が増加したことにより、営業収益は前年同期比２億４千万円増（+1.4%）の175億７千１百万円となりました。

一方、セグメント利益(営業利益)につきましては、札幌通運㈱における本社ビルの移転に伴う賃貸支出の増加等

により、前年同期比１億９百万円減（△33.2%）の２億２千１百万円となりました。　

　

中央通運グループ

　当社グループを構成する中央通運グループでは、前年同四半期において震災による輸送インフラの混乱により

取扱が減少していた鉄道利用運送部門が順調に回復したことにより、営業収益は前年同期比２億２千３百万円増

（+8.5%）の28億４千６百万円となりました。一方、セグメント利益(営業利益)につきましては、上記の増収効果

の他、業務の効率化による経費の圧縮に務めた結果、前年同期比２千９百万円増（+35.4%）の１億１千２百万円

となりました。

 

青山本店グループ

　当社グループを構成する青山本店グループでは、営業収益は38億１千６百万円となりました。一方、セグメント

利益(営業利益)につきましては、９千２百万円となりました。尚、青山本店グループについては、前年第４四半期

より当社の連結対象としており前年同四半期との業績比較が不可能な為、これを行っておりません。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度より１億１

千２百万円増(+4.3%)の26億９千６百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のと

おりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により増加した資金は４億６千６百万円（前年同四半期は７億６千６百万円の増加）となりました。主

な要因は税金等調整前四半期純利益８億５千４百万円及び非資金費用(減価償却費)６億７千万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
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　投資活動により減少した資金は５億９千７百万円（前年同四半期は12億５千万円の減少）となりました。主な要

因は飲料水製造設備等有形固定資産の取得による支出があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により増加した資金は２億４千２百万円（前年同四半期は２億４千４百万円の減少）となりました。主

な要因は、資金繰を効率化したことにより捻出した資金や、営業活動により得られた資金を長期借入金の約定返済

の償還に充てた一方、設備購入資金等として長期借入金の調達を行ったことによるものです。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　該当ありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,021,363 14,021,363札幌証券取引所
単元株式数

1,000株

計 14,021,363 14,021,363 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当ありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当ありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当ありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 14,021,363 － 1,000,000 － 5,220,132
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

北海道マツダ販売株式会社 札幌市中央区北２条東１丁目１番地 691 4.93

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西３丁目７番地 638 4.55

株式会社北海道銀行 札幌市中央区大通西４丁目１番地 636 4.54

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２番地１ 635 4.52

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番地１ 618 4.40

ロジネットジャパン

従業員持株会
札幌市中央区大通西８丁目２番地６ 571 4.07

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１丁目２６番１号 535 3.81

黒田　康敬 北海道士別市 420 2.99

ノースパシフィック株式会社

　
札幌市中央区南８条西８丁目５２３番地 324 2.31

株式会社第四銀行
新潟市中央区東堀前通七番町１０７１番地

１
313 2.23

計 ― 5,384 38.40

（注）当社は自己株式1,029千株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。　
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式

 1,029,000

－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

 12,870,000
12,870 －

単元未満株式
普通株式　

 122,363
－ －

発行済株式総数     14,021,363 － －

総株主の議決権 － 12,870 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式340株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社ロジネッ

トジャパン

札幌市中央区大通

西八丁目２番地６
1,029,000 － 1,029,000 7.34

計 － 1,029,000 － 1,029,000 7.34

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,586,577 2,701,428

受取手形 889,474 902,304

営業未収入金 5,891,738 6,027,551

たな卸資産 ※
 34,477

※
 60,340

繰延税金資産 157,289 105,000

その他 1,033,222 1,304,508

貸倒引当金 △12,305 △4,698

流動資産合計 10,580,475 11,096,434

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,632,867 4,526,960

機械装置及び運搬具（純額） 3,145,844 3,479,914

土地 7,141,767 6,804,917

その他（純額） 1,250,619 1,255,615

有形固定資産合計 16,171,098 16,067,409

無形固定資産

のれん 1,028,141 1,002,112

その他 182,827 221,026

無形固定資産合計 1,210,968 1,223,139

投資その他の資産

投資有価証券 1,682,374 1,536,528

繰延税金資産 182,985 181,362

差入保証金 1,851,461 1,782,399

その他 566,175 764,526

貸倒引当金 △48,713 △55,973

投資その他の資産合計 4,234,283 4,208,843

固定資産合計 21,616,350 21,499,392

資産合計 32,196,825 32,595,826
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 572,767 630,571

営業未払金 4,599,537 4,581,543

短期借入金 11,204,838 11,024,849

未払法人税等 121,499 474,516

役員賞与引当金 38,845 －

その他 2,703,567 2,489,065

流動負債合計 19,241,055 19,200,545

固定負債

長期借入金 4,616,782 5,222,133

繰延税金負債 304,245 285,886

退職給付引当金 175,529 172,077

役員退職慰労引当金 151,670 139,870

資産除去債務 72,058 72,701

その他 807,481 646,738

固定負債合計 6,127,766 6,539,406

負債合計 25,368,821 25,739,952

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 557,007 557,007

利益剰余金 5,835,356 6,085,940

自己株式 △305,206 △305,575

株主資本合計 7,087,157 7,337,372

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △360,268 △589,704

その他の包括利益累計額合計 △360,268 △589,704

少数株主持分 101,115 108,206

純資産合計 6,828,004 6,855,874

負債純資産合計 32,196,825 32,595,826
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業収益 19,961,436 24,285,082

営業原価 18,819,436 22,993,859

営業総利益 1,141,999 1,291,222

販売費及び一般管理費 ※1
 723,758

※1
 845,542

営業利益 418,240 445,680

営業外収益

受取利息 7,862 9,425

受取配当金 31,925 29,054

寮収入 20,422 24,469

車輌売却益 11,638 97,420

その他 28,102 86,418

営業外収益合計 99,950 246,788

営業外費用

支払利息 63,857 74,059

寮支出 61,593 49,812

その他 11,510 8,813

営業外費用合計 136,961 132,685

経常利益 381,230 559,783

特別利益

固定資産売却益 － 817,418

投資有価証券売却益 1,704 －

特別利益合計 1,704 817,418

特別損失

固定資産除売却損 40,004 46,098

減損損失 － ※2
 401,019

その他 22,876 75,328

特別損失合計 62,880 522,446

税金等調整前四半期純利益 320,054 854,754

法人税、住民税及び事業税 87,858 461,325

法人税等調整額 71,642 42,882

法人税等合計 159,500 504,207

少数株主損益調整前四半期純利益 160,554 350,547

少数株主利益 6,331 9,011

四半期純利益 154,223 341,535
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 160,554 350,547

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △126,275 △229,435

その他の包括利益合計 △126,275 △229,435

四半期包括利益 34,278 121,111

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 28,564 112,290

少数株主に係る四半期包括利益 5,714 8,820
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 320,054 854,754

減価償却費 533,908 670,160

減損損失 － 401,019

のれん償却額 － 26,028

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,083 △346

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △44,525 △38,845

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,375 △3,452

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,460 △11,800

受取利息及び受取配当金 △39,787 △38,479

支払利息 63,857 74,059

投資有価証券売却損益（△は益） △1,704 －

有形固定資産売却損益（△は益） △6,419 △911,856

有形固定資産除却損 18,031 47,428

投資有価証券評価損益（△は益） － 10,581

売上債権の増減額（△は増加） △413,734 △148,643

たな卸資産の増減額（△は増加） 32,410 △25,862

仕入債務の増減額（△は減少） 427,103 39,810

未払消費税等の増減額（△は減少） △103,882 13,429

その他 120,509 △341,930

小計 917,574 616,057

利息及び配当金の受取額 39,798 38,792

利息の支払額 △63,799 △79,289

法人税等の支払額 △126,595 △108,743

営業活動によるキャッシュ・フロー 766,977 466,817

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,110,541 △1,354,870

有形固定資産の売却による収入 19,995 950,893

有形固定資産の除却による支出 △1,890 △22,631

無形固定資産の取得による支出 △25,050 △63,846

投資有価証券の取得による支出 △190,805 △100,836

投資有価証券の売却による収入 25,032 －

貸付けによる支出 － △880

貸付金の回収による収入 1,031 6,998

その他の支出 △37,345 △84,705

その他の収入 69,566 72,492

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,250,007 △597,386

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 55,000 △390,000

長期借入れによる収入 1,080,000 2,390,951

長期借入金の返済による支出 △1,168,488 △1,575,589

リース債務の返済による支出 △118,581 △89,401

自己株式の売却による収入 687 687

自己株式の取得による支出 △699 △1,056

配当金の支払額 △90,956 △90,951

少数株主への配当金の支払額 △1,920 △1,920

財務活動によるキャッシュ・フロー △244,957 242,720
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △727,987 112,150

現金及び現金同等物の期首残高 2,371,459 2,583,977

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,643,472

※
 2,696,128
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

商品 14,214千円 22,020千円

仕掛品 957 1,840

貯蔵品 19,306 36,478

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

人件費 435,980千円 445,891千円

施設使用料 58,669 78,580

委託手数料 46,984 84,131

減価償却費 44,024 45,000

 　　　

　　　　※２　当第２四半期連結累計期間において、当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上し

　　　　　　ました。

場所 用途 種類
減損損失
（千円）

札幌支店
札幌市白石区　

営業所　
建物及び構築物、そ

の他
33,555

倉庫支店大曲営業所
北海道北広島市

営業所　
建物及び構築物、機
械装置及び運搬具、
土地、その他

367,464

　当社グループは管理会計上の区分、投資の意思決定を行う際の単位を基準として、支店及び営業所等を１つの単

位としてグルーピングを行いました。その結果、当社グループの札幌通運㈱札幌支店、及び倉庫支店大曲営業所の

資産グループについて、市場価格の著しい下落または営業収益の大幅な低下が認められるため、当該資産グループ

に係る資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額401,019千円を減損損失として特別損失に計上いた

しました。その内訳は、建物及び構築物149,781千円、機械装置及び運搬具217千円、土地215,200千円、その他35,820

千円であります。なお、当該資産グループの回収可能価額は正味売却価額により測定しており、建物及び土地につ

いては、固定資産税評価額を合理的に調整した価額または不動産鑑定評価額により評価しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 1,658,871千円 2,701,428千円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△15,399 △5,300

現金及び現金同等物 1,643,472 2,696,128
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

(1)　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 90,956 7.0 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

　 発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当ありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

(1)　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 90,951 7.0 平成24年３月31日 平成24年６月29日利益剰余金

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

　 発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当ありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　　　

　

　

　報告セグメント
その他

（注）　　　　
合計札幌通運

グループ

中央通運

グループ　
計

営業収益

　外部顧客への営業収益

　セグメント間の内部営業収益

　又は振替高　

　

17,331,638

　

2,443,133　

　

　2,623,697

　

　215,839

　

19,955,335　

　

　2,658,973

　

　6,100

　

233,159　

　

　19,961,436

　

　2,892,132

計 19,774,772　 2,839,536　22,614,308　239,260　22,853,569

セグメント利益 331,177　 　83,409　414,586　108,056　522,643

（注）　「その他」は、持株会社である当社の営業収益及びセグメント利益であります。営業収益の

　　　うち、外部顧客への営業収益は保有資産の賃貸収入であり、セグメント間の内部営業収益又は

　　　振替高はグループ会社からの受取配当金及び経営指導料であります。また、受取配当金がセグ

　　　メント利益に与える影響額は98,149千円であります。

　

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

利益　　 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益　

受取配当金の消去

その他の調整額　

414,586　

108,056　

△98,149

△6,253　　　

四半期連結損益計算書の営業利益 418,240　
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

　

　報告セグメント
その他

（注）　　　　
合計札幌通運

グループ

中央通運

グループ　

青山本店

グループ　
計

営業収益

　外部顧客への営業収益

　セグメント間の内部営業収益

　又は振替高　

　

17,571,672

　

2,356,499　

　

　2,846,948

　

　226,712

　

　3,816,493

　

　1,891,646

　

24,235,114　

　

　4,474,857

　

　49,967

　

613,261　

　

　24,285,082

　

　5,088,119

計 19,928,172　 3,073,6605,708,140　28,709,972　663,228　29,373,201

セグメント利益 221,181　 　112,912　92,088　426,182　367,080　793,263

（注）　「その他」は、持株会社である当社の営業収益及びセグメント利益であります。営業収益は

　　　本社ビルの賃貸収入、飲料水の販売収入、グループ会社からの受取配当金及び経営指導料であ

　　　り、受取配当金がセグメント利益に与える影響額は322,491千円であります。　

　　

　

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

利益　　 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益　

受取配当金の消去

のれんの償却額　

その他の調整額　

426,182　

367,080　

△322,491

△26,028　

937　　

四半期連結損益計算書の営業利益 445,680　

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間から、「その他」に含まれていた「青山本店グループ」について量的な重要性が

増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

　なお、「青山本店グループ」については、前第４四半期連結会計期間より当社の連結対象としているため、

今回の変更による前第２四半期連結累計期間のセグメント情報に対する影響はありません。

  　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 11円87銭 26円29銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 154,223 341,535

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 154,223 341,535

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,993 12,992

※潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権等潜在株式がないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ロジネットジャパン(E04232)

四半期報告書

20/21



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月９日

株式会社ロジネットジャパン

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹内　弘雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 香川　順　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ロジネッ

トジャパンの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１

日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ロジネットジャパン及び連結子会社の平成24年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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